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通信事業者 vs. ケーブルテレビ会社 
・・・トリプルプレイの勝者は？ 
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トリプルプレイ時代の到来 

昔は家々に電話線が引き込まれて電話

機に接続されていた。やがてその電話線

はパソコンにも接続されるようになり、

最近はテレビ映像の配信にも使われるよ

うになった。トリプルプレイ時代の到来

である。そして、従来の電話線が光ファ

イバに変わりつつあり、そこを流れる情

報もインターネットで使われる IP 
(Internet Protocol)という規格で統一さ

れつつある。 
ところがこのトリプルプレイの提供者

に、ケーブルテレビという、まったく生

まれ育ちが違うものがもう一つある。ケ

ーブルテレビはもともとテレビ映像を配

信するものだった。その後、その配信網

をインターネットの接続に利用するよう

になり、そして IP 電話にも乗り出してい

る。こうして、結果的には通信事業者の

トリプルプレイと同様なサービスを提供

するようになった。 
ケーブルテレビの回線は従来基幹網だ

けが光ファイバで、加入者線は同軸ケー

ブルだった。しかし、最近は加入者線の

光ファイバ化を進めている。そのため回

線網としても通信事業者との差がなくな

りつつある。 
現在、トリプルプレイでのテレビ映像

の配信には二つの方式が使われている。

一つは IP を使う IPTV で、NTT 東日本

の「ひかり TV」などだ。もう一つはテレ

ビの映像信号をそのまま配信する RF 
(Radio Frequency)方式で、ケーブルテレ

ビなどで使われている。 
将来 IPTV が主流になれば、通信網の

仕事は IPという標準のコンテナを輸送す

るだけになる。インターネットのデータ

も、テレビ映像も電話も、そのコンテナ

の中の荷物に過ぎなくなる。輸送業者に

とっての問題はコンテナの数と輸送する

距離だけで、荷物の種類はあまり関係な

い。 
 

通信事業者 vs. ケーブルテレビ会社 

トリプルプレイの市場では、通信事業

者とケーブルテレビ会社がもろに競合す

ることになる。ユーザーにとっては、よ

りよいサービスをより安く提供してくれ

ればどちらでもよい。 

より安く提供するためには、全国規模

で事業を展開している通信事業者の方が

有利だ。NTT は 2009 年 3 月末までに

1,113 万件の光ファイバの契約を獲得し

た。日本最大のケーブルテレビ会社の契

約数の 3 倍以上だ。2009 年度には NTT
東日本のほぼ全域に光ファイバを敷設す

る計画だという。 
一方、日本のケーブルテレビは、もと

もと共同住宅や難視聴地域向けに始まっ

たため、規模が小さいものが多い。近年、

合併や系列化を進めているが、通信事業

者に比べればまだまだ規模が小さい。 
通信事業者だけでは光ファイバの普及

速度に限界があり、ケーブルテレビ会社

だけではトリプルプレイに参入する体力

に問題があるため、両者による協業も始
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まっている。今年は山形テレビと NTT 東

日本が山形市の周辺で協業を始めた。

NTT 東日本が光ファイバ網、インターネ

ットと電話のサービスを提供し、山形テ

レビがテレビ映像を配信する。しかし、

ユーザーから見れば、トリプルプレイが

通信事業者やケーブルテレビ会社単独で

提供されるときより安くなるのでなけれ

ば協業の意味がない。その点、山形の事

例には問題がある。 
現在日本では、通信事業者が直接放送

事業に参入することを禁止している。そ

のため、NTT は直接テレビ映像の配信が

できず、別会社が配信している。しかし、

この配信事業は実質上 NTT の支配下に

あるので、形式的に別会社になっている

ことは通信事業者による独占の抑止には

あまり役立っていない。では、日本全体

としてトリプルプレイの市場を活性化す

るにはどうしたらいいのだろうか？ 
 

フランスの事例も参考に 

フランスの規制当局は 2000 年、フラン

ス・テレコムに回線を貸し出すことを義

務付け、料金やサービス内容についても

細かく要請した。その結果、イリアッド

という新興企業が 2002 年にフランス・テ

レコムから回線を借りて 29.9 ユーロ(約
4,000 円)／月で ADSL の事業を始めた。

その後同社は回線を高速化し、トリプル

プレイ・サービスの提供を始めたが料金

は据え置いた。同社は企業買収や設備投

資で自前の回線も持つようになり、現在

は回線の光ファイバ化を進めている。光

ファイバになれば、下り 100Mbps・上り

50Mbps の通信、100 チャネル以上のテレ

ビの視聴、フランス国内での無制限の通

話が利用できるが、料金は従来のままだ

という。1 万円／月前後する日本のトリプ

ルプレイに比べれば半分以下だが、それ

でも昨年は、新規買収部門を別にして約

15%の純利益をあげているから立派だ。 
日本の通信事業者は、とかく何でもか

んでも自社で抱え込んだ垂直統合型のビ

ジネスに突き進もうとする。トリプルプ

レイの市場でも、電話も、インターネッ

トも、テレビも取り込もうとしている。

しかし、これでは競争がなくなり市場の

発展が期待できない。フランスの例のよ

うに、大通信事業者には回線の開放を義

務付けて、それを利用してサービスを提

供する企業の育成を図るべきではなかろ

うか？ トリプルプレイ時代には光ファ

イバの IP 網を開放することになる。 
トリプルプレイは、携帯電話も取り込

んでクウォードルプルプレイになりつつ

ある。これが無競争の独占になったら通

信市場全体の発展が阻害される。プレイ

ヤーの数が増えるような施策が望まれる。

 


